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野辺山 45m鏡に搭載された新受信機 7BEEを用いて，月能率 (Moon Efficiency)の測定を行った。広がった天
体では，サイドローブへの漏れ込みが無視できない場合があり，観測結果の解釈において吟味が重要である。本
観測では，満月に近い月齢 13.2の月の中心を観測した。45m鏡のビーム・スイッチではOFFを月の外に設定で
きないため，代替として通常のライン観測と同様に分光計 SAM45を用いて，OFF点を１度角離したポジション・
スイッチ法によって観測した。解析はMangum (1993)による方法を用いた。観測されたアンテナ温度 T∗

Aを観
測時の月の輻射温度 TR=291.1 Kと比較して，月能率を求めた。
得られた月能率は 2偏波 (7H，7V; 天球面に対して望遠鏡高度の関数で回転する）において，72 GHzにて

78.3±0.7% (7H)，75.7±1.4%(7V)，86 GHzにて 68.6±0.5% (7H)，73.5±0.7% (7V)，115 GHzにて 76.9±0.7%
(7H)，79.3±0.8% (7V) であった。
月のサイズ（直径 30’）以上のマップを取得した場合，（月能率－主ビーム能率）/主ビーム能率の比と直径 30’

に対する観測輝線の filling factorを用いることによって，サイドローブへの漏れ込みの影響を評価できる。輝線
分布が直径 30’にわたってほぼ一様である場合には、輻射温度の算出に通常の主ビーム能率による補正ではなく
て月能率による補正を用いる可能性が考えられる。


